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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラベルテキストデータベースを備えたビジネスソリューションシステムにおいて、新し
いラベルを作成する方法であって、前記ラベルテキストデータベースは、ラベル毎に、異
なる言語バージョンの１つまたは複数のラベルテキストを含み、前記方法は、
　ユーザによって入力された、前記新しいラベルに対する所望のテキストの少なくとも一
部と、前記新しいラベルを使用すべきプログラムを示す名前空間の指示と、前記新しいラ
ベルを前記プログラムで使用するときに、前記新しいラベルを適用すべき前記システムの
特定のコントロール機能を示すカテゴリの指示とを受け取るステップと、
　前記所望のテキストの少なくとも一部にマッチするラベルテキストを有するラベルを、
前記ラベルテキストデータベース中で検索するステップと、
　前記ラベルテキストデータベース中で見つかった前記所望のテキストの少なくとも一部
にマッチする前記ラベルテキストを有する前記ラベルを、マッチのリストとして前記ユー
ザに返すステップと、
　前記マッチのリスト内の前記ラベルのうちの少なくとも１つが選択されると、前記選択
されたラベルのカテゴリおよび名前空間を、前記ユーザによって指示された前記新しいラ
ベルのカテゴリおよび名前空間とそれぞれ比較するステップと、
　前記選択されたラベルのカテゴリまたは名前空間のいずれか一方が前記新しいラベルの
カテゴリまたは名前空間と異なるとき、前記選択されたラベルを複製することによって前
記新しいラベルを作成するステップであって、前記選択されたラベルを複製することは、



(2) JP 4917744 B2 2012.4.18

10

20

30

40

50

前記選択されたラベルのラベルテキストを複製して前記新しいラベルのラベルテキストと
することを含む、ステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記新しいラベルのための新しいエントリを前記ラベルテキストデータベースに作成す
るステップと、
　前記新しいラベルにグローバル一意識別子（ＧＵＩＤ）を割り当てるステップと、
　前記新しいラベルの前記ラベルテキストのための記録を前記ラベルテキストデータベー
ス中に作成するステップと、
　前記新しいラベルを前記ラベルテキストデータベースに記憶するステップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記選択されたラベルが、異なる言語バージョンで表される複数のラベルテキストを有
するとき、
　前記選択されたラベルのラベルテキストを複製して前記新しいラベルのラベルテキスト
とすることは、各言語バージョンのラベルテキストをそれぞれ複製して前記新しいラベル
のラベルテキストとすることを含み、
　前記新しいラベルを前記ラベルテキストデータベースに記憶するステップは、各言語バ
ージョンの前記ラベルテキストを、前記新しいラベルのラベルテキストとして前記ラベル
テキストデータベース中の記録に記憶するステップをさらに含むことを特徴とする請求項
２に記載の方法。
【請求項４】
　前記マッチのリストをユーザインタフェース上に表示するステップをさらに含むことを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記選択されたラベルのカテゴリおよび名前空間が前記新しいラベルのカテゴリおよび
名前空間とそれぞれ同じである場合は、前記選択されたラベルを前記新しいラベルとして
使用するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記新しいラベルを作成するステップは、
　前記新しいラベルの複製元である前記選択されたラベルのグローバル一意識別子（ＧＵ
ＩＤ）を示すエントリを、前記新しいラベル中に作成するステップをさらに含むことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビジネスソリューションソフトウェアプログラムにおいてラベルをマージお
よび開発することに関する。より詳細には、本発明は、ビジネスソリューションソフトウ
ェアのためのモジュール中のラベルを開発およびマージする際に使用されるラベルデータ
ベースおよびラベルダイアログに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビジネスソリューションソフトウェアプログラムは、典型的には企業であるエンドユー
ザに、ユーザの様々なビジネスパートナーとの接続性をサポートするカスタマイズ可能か
つスケーラブルかつグローバルなエンタープライズリソースプランニングソリューション
を提供するものである。多くのビジネスソリューションソフトウェアプログラムは、それ
を実行する企業のニーズをさらに満たすために、ソフトウェアの基本機能を元々の製品か
らさらに拡張する能力を提供する。この新しいまたは追加の機能は、ビジネスソリューシ
ョンソフトウェアに含まれる既存の機能および既存のデータを利用するように書かれた追
加のモジュールを介して提供される。これらの追加モジュールはしばしば、ビジネスソリ
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ューションソフトウェアおよび既存のデータを、ソフトウェアの古い機能と新しい機能の
両方と自動的に同期させる。
【０００３】
　いくつかのビジネスソリューションソフトウェアは、様々な国で複数の言語にまたがっ
て複数の通貨でビジネスを実施する能力を提供する。ビジネスソリューションソフトウェ
アで提供される多言語能力を用いることにより、送り状などの文書を、受取り側に好まれ
る言語で送ることが可能である。しかし、現在のシステムで文書の言語を変更するには、
新しい言語をビジネスソリューションソフトウェアにロードして、システムの動作言語全
体を変更する必要がある。
【０００４】
　ビジネスソリューションソフトウェアの様々な利用可能言語による通信は、複数のラベ
ルを使用することによって対処される。ラベルは、ユーザインタフェースコンポーネント
上に、または印刷された文書に現れるテキストである。ラベルは、メニュー、ボタン、ダ
イアログボックスなどの上で使用することができる。さらに、ラベルは、「ラベル」「ヘ
ルプ」「キャプション」「ツールチップ」などのラベルプロパティを有するコントロール
上で使用することもできる。現在のビジネスソリューションソフトウェアにおけるラベル
は、別々のリソースファイルに記憶されており、ビジネスソリューションソフトウェアに
よって使用される各言語につき、１つのリソースファイルが専用になっている。さらに、
ビジネスソリューションソフトウェアにおける各モジュールは、他のモジュールともビジ
ネスソリューションソフトウェア自体とも共有されないそれ自体のリソースファイルを有
する。
【０００５】
　ビジネスソリューションソフトウェアの開発全体を通して、開発者の間には、既存のラ
ベルを再利用したいという強い欲求があった。しかし、既存のラベルの再利用は、好都合
ではないと言われてきた。というのは、ラベルの語句に関連する様々なプロパティは異な
るユーザ間で変化する可能性があるからであり、あるいは、ラベルの意味は異なる開発者
間でばらつきがある可能性があるからである。このことは、語句が変更されたときに問題
を生じる恐れがある。例えば、あるラベルテキストは、あるアプリケーション上ではメニ
ュー中で使用することができ、別のアプリケーション上ではボタン中で使用することがで
き、そのため各ラベルごとにプロパティが違ってくる。ほとんどの開発者が望んできたの
は、ラベルを構成する語句またはテキストを再利用して、システム上の様々なモジュール
用にラベルを開発することに関連するコストを削減することであった。
【０００６】
　前述のように、ビジネスソリューションソフトウェアモジュールでは通常、ラベルはリ
ソースファイルに保持される。しかし、現在のビジネスソリューションソフトウェアは、
ＳＱＬ（Structured Query Language）テーブルなどのデータベースメタデータストアを
介して利用可能な、またはウェブサービスを介して利用可能な包括的なリソースファイル
を使用しない。通常、ビジネスソリューションソフトウェアでは、これらのラベルはモジ
ュール特有であり、独自仕様のリソースファイルに記憶され、モジュール中に存在する各
言語につき、１つのリソースファイルが専用になっている。独自仕様のリソースファイル
を使用することに関する問題の１つは、開発者が、あるモジュール中のラベルの一部を、
別のリソースファイルに含まれる新しい情報またはプロパティで置換または編集したいと
思っても、開発システムは、ビジネスソリューションソフトウェアの他のモジュール中で
、所望のラベルと同じラベルプロパティおよび／または用語法を有する別のラベルを探す
ことをしないことである。さらに、リソースファイルを使用すると、ソフトウェアソリュ
ーション中に多数のラベルが存在するため、ラベルの管理が極度に難しくなる。しかし、
ビジネスソリューション環境では、ビジネスソリューションソフトウェアは、複数のベン
ダによって開発された多くの様々なソリューションを扱うことが必要とされる。しばしは
、これらのモジュールの開発者は、ビジネスソリューションソフトウェア中の他のモジュ
ール用に開発されたラベルと重複するラベルを開発していることがある。ラベルの開発お
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よびラベルの変換（多言語サポートが望まれるとき）に関連するコストは高価で時間がか
かり、特に、ラベルおよびその変換がすでにビジネスソリューションソフトウェア中のど
こかに存在するときはそうである。したがって、各ベンダが所望の各モジュールごとにそ
れ自体のラベルを開発する必要のある完全に独自仕様のシステムとは反対に、様々なモジ
ュールベンダの寄与の結合を用いるラベルシステムを有することが望ましい。さらに、既
存のラベルテキストを検索することを可能にし、テキストを再利用する能力を提供するシ
ステムであって、ラベルが使用されるコンテキストがその元々の作成時の使用法と異なる
かもしれない場合にも対処するシステムが望ましい。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来のシステムには上述したような種々の問題があり、さらなる改善が望まれている。
【０００８】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、効率的
な処理を可能とする、ランタイムおよび設計でのテキスト変換と多言語サポートをするラ
ベルシステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、ビジネスソリューションシステムにおけるモジュールの開発者のニーズに対
処するものである。以前のシステムとは異なり、ラベル（すなわち表示テキスト）は共通
のリソースファイル中に保持され、システムの各モジュールは、各モジュール用の独自仕
様のリソースファイルではなく、同じリソースファイルにアクセスする。本発明の効率を
さらに高めることに、すべての言語テキストは、元の言語と同じリソースファイルまたは
データベースに記憶される。モジュールによって使用される各ラベルは、ラベルテーブル
中で、ＧＵＩＤ（globally unique identifer）などの一意識別子、その使用法の説明、
関連するカテゴリおよび名前空間で識別される。この情報は、開発者が、新しいラベルま
たは新しいモジュールを作成するときにデータベース中の既存のラベルが有用かどうかを
判定するのに役立つ。
【００１０】
　各ラベルはまた、ラベルテキストテーブルデータベース中にエントリのセットを有し、
エントリのセットは、ラベルテキストの複数言語のバージョン、ならびにラベルテキスト
の管理に有用なその他の情報を表す。ラベルテキストの元の言語は、マスタ言語として識
別される。ユーザがビジネスソフトウェアソリューションシステムの言語を変更したいと
き、モジュールの言語を変更したいとき、または文書を別の言語で印刷したいときは、新
しい言語セットをシステムにロードしてシステムの好まれる言語を一時的な言語で置換す
る必要なしに、ラベルテキストテーブルが利用可能言語へのアクセスを可能にする。これ
により、システム全体が新しい言語で機能する必要があるせいでユーザが混乱するという
ことなく、言語を素早く変更することができる。さらに、このシステムは常に、現在のア
クティブ言語を表示しようとする。ラベルに対する現在のアクティブ言語が見つからない
場合は、フォールバック言語を使用することができる。
【００１１】
　本発明の一実施形態はまた、開発者がビジネスソリューションソフトウェアのために新
しいモジュールを開発している状況、または既存のモジュールを編集している状況にも対
処する。本発明では、開発者は、ラベルダイアログ開発ツールを介して既存のラベルを識
別することができる。まず開発者は、開発表示内でユーザインタフェースを開く。この表
示は、ラベルテキストデータベースの検索とすべての利用可能ラベルへのアクセスとを可
能にする検索機能を、開発者に対して表示する。次いで開発者は、所望のラベルのテキス
トを検索エンジンに入力する。このテキストは、通常の表現を使用して、所望のラベルの
全体または一部として入力することができる。代替実施形態では、開発者は、現在のテキ
ストラベルに関する所望の使用法、テキストラベルの言語、または、所望のラベルの使用
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法を識別するのに役立つその他の情報を指示することができる。
【００１２】
　入力されたデータに基づいて、検索エンジンはラベルテキストデータベースを検索し、
所望のテキストに最もよくマッチする、かつ名前空間およびカテゴリが提供されていれば
それらに最もよくマッチするラベルテキストを識別する。識別されたテキストは、検索エ
ンジン表示内で開発者に返されるが、これらはデータグリッド中に表示することができる
。結果は、所定の方法に従ってランク付けされる。例えば、所望のテキストに最もよくマ
ッチするカテゴリおよび言語を有するテキストが先に表示され、同じカテゴリを有さない
テキストが後に表示されるなどの方法に従う。次いで開発者は、所望のテキストを含む返
された結果の中で、結果を見つけることができる。結果のうちの１つが新しいラベルに対
する所望のテキストを含む場合、開発者は結果からこの所望のラベルを選択することがで
きる。
【００１３】
　結果を選択すると、この特定のラベルに関する、データベースに含まれるより多くの情
報が開発者に提示される。選択したラベルテキストの使用法が新しいラベルと同じである
場合は、開発者は、選択したラベルを所望のターゲットラベルに使用することができる。
しかし、選択したラベルの使用法が新しいラベルと同じでない場合は、開発者は、このラ
ベルを新しいラベルに複製することができる。
【００１４】
　選択されたラベルが新しいラベルに複製されるときは、新しいラベルのためのＧＵＩＤ
が生成され、新しいラベルの記録の中に、このラベルに複製されたラベルのＧＵＩＤを示
すエントリが生成される。このエントリは、親ラベルのテキストが変更されたときに新し
いラベルのテキストも更新されるようにするために提供される。さらに、ラベルが新しい
ラベルに複製されるとき、関連する変換があれば、それらも新しいラベルについてのラベ
ルテキストテーブルにコピーされる。これにより、新しいラベルを利用可能言語に変換す
ることに関連するどんな追加コストも被らずに、ビジネスソリューションソフトウェアシ
ステムの完全な言語機能が、新しいラベルに引き継がれる。別の実施形態では、ラベルの
変換済みバージョンが更新されると、同じマスタラベルを共有するすべての関連ラベルが
、変換済みラベルの新しいバージョンで更新される。
【００１５】
　選択されたラベルが新しいラベルに複製されるときは、ラベルのテキスト情報、ならび
にマスタラベルのラベルＩＤ（identification）を除く他のすべての情報が、新しいラベ
ルにコピーされる。ラベルに対する所望のテキストが見つからない場合は、開発者は、所
望のラベルのための新しいラベルを作成しなければならない。さらに、開発者は、新しい
ラベルのラベルテキストについての新しい変換も生成しなければならない。言い換えれば
、開発者がシステム中でラベルを見つけた場合、このラベルが複製される。しかし、開発
者がラベルに関する情報を変更した場合は、ラベルはシステムにとって新しいラベルとし
て見えることになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明を適用できる実施形態を詳細に説明する。図１に、本発明
を実施することのできる適したコンピューティングシステム環境の例（図中１００）を示
す。コンピューティングシステム環境１００は、適したコンピューティング環境の一例に
すぎず、本発明の使用または機能の範囲についてどんな制限も意味しない。またコンピュ
ーティングシステム環境１００は、この例示的な動作環境であるコンピューティングシス
テム環境１００に示すコンポーネントのいずれか１つまたは組合せに関してどんな依存や
要件を有するものとも解釈すべきではない。
【００１７】
　本発明は、その他多くの汎用または専用コンピューティングシステム環境または構成で
も動作する。本発明で使用するのに適するであろう周知のコンピューティングシステム、
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環境、および／または構成の例には、限定しないがパーソナルコンピュータ、サーバコン
ピュータ、ハンドヘルドデバイスまたはラップトップデバイス、マルチプロセッサシステ
ム、マイクロプロセッサベースのシステム、セットトップボックス、プログラム可能な民
生用電子機器、ネットワークＰＣ（personal computer）、ミニコンピュータ、メインフ
レームコンピュータや、これらのシステムまたはデバイスのいずれかを含む分散コンピュ
ーティング環境などが含まれる。
【００１８】
　本発明は、プログラムモジュールなど、コンピュータによって実行されるコンピュータ
実行可能命令の一般的なコンテキストで述べることができる。一般にプログラムモジュー
ルは、特定のタスクを実施するか特定の抽象データ型を実装するルーチン、プログラム、
オブジェクト、コンポーネント、データ構造などを含む。本発明は分散コンピューティン
グ環境で実施することもでき、その場合、タスクは通信ネットワークを介してリンクされ
たリモート処理デバイスによって実施される。分散コンピューティング環境では、プログ
ラムモジュールは、メモリ記憶デバイスを含めたローカルとリモートの両方のコンピュー
タ記憶媒体に位置することができる。
【００１９】
　図１を参照すると、本発明を実施するための例示的なシステムは、コンピュータ１１０
の形の汎用コンピューティングデバイスを含む。コンピュータ１１０のコンポーネントに
は、限定しないがプロセッサ１２０と、システムメモリ１３０と、システムメモリを含め
た様々なシステムコンポーネントをプロセッサ１２０に結合するシステムバス１２１とを
含めることができる。システムバス１２１は、様々なバスアーキテクチャのいずれかを用
いた、メモリバスまたはメモリコントローラ、周辺バス、ローカルバスを含めて、いくつ
かのタイプのバス構造のいずれかとすることができる。限定ではなく例として、このよう
なアーキテクチャには、ＩＳＡ（Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ａｒｃｈｉｔｅ
ｃｔｕｒｅ）バス、ＭＣＡ（Ｍｉｃｒｏ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）
バス、ＥＩＳＡ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＩＳＡ）バス、ＶＥＳＡ（Ｖｉｄｅｏ　Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）ローカルバス、およびＰ
ＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ）バス（
メザニンバスとも呼ばれる）が含まれる。
【００２０】
　コンピュータ１１０は通常、様々なコンピュータ可読媒体を備える。コンピュータ可読
媒体は、コンピュータ１１０からアクセスできる任意の利用可能な媒体とすることができ
、揮発性と不揮発性の媒体、リムーバブルとノンリムーバブルの媒体の両方が含まれる。
限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体には、コンピュータ記憶媒体および通信媒
体を含めることができる。コンピュータ記憶媒体には、コンピュータ可読命令、データ構
造、プログラムモジュール、その他のデータなどの情報を記憶するための任意の方法また
は技術で実現された、揮発性と不揮発性、リムーバブルとノンリムーバブルの両方の媒体
が含まれる。コンピュータ記憶媒体には、限定しないがＲＡＭ（random access memory）
、ＲＯＭ（read only member）、ＥＥＰＲＯＭ（electrically erasable programmable r
ead-only memory）、フラッシュメモリまたは他のメモリ技術、ＣＤ（compact disc）－
ＲＯＭ、ＤＶＤ（digital versatile disc）または他の光ディスク記憶装置、磁気カセッ
ト、磁気テープ、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイスが含まれ、あるいは
、所望の情報を記憶するのに使用できコンピュータ１１０からアクセスできるその他の任
意の媒体が含まれる。通信媒体は通常、搬送波や他のトランスポート機構などの変調され
たデータ信号中に、コンピュータ可読命令、データ構造、プログラムモジュール、または
その他のデータを組み入れたものであり、任意の情報送達媒体が含まれる。「変調された
データ信号」という語は、情報が信号中に符号化される形で１つまたは複数の特性が設定
または変更された信号を意味する。限定ではなく例として、通信媒体には、有線ネットワ
ークや直接配線式接続などの有線媒体と、音響、ＲＦ（radio frequencies）、赤外線、
その他の無線媒体などの無線媒体とが含まれる。以上の任意の組合せもコンピュータ可読
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媒体の範囲に含めるべきである。
【００２１】
　システムメモリ１３０は、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）１３１やランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）１３２など、揮発性および／または不揮発性メモリの形のコンピュータ記憶
媒体を含む。ＲＯＭ１３１には通常、起動中などにコンピュータ１１０内の要素間で情報
を転送するのを助ける基本ルーチンを含むＢＩＯＳ（ｂａｓｉｃ　ｉｎｐｕｔ／ｏｕｔｐ
ｕｔ　ｓｙｓｔｅｍ）１３３が記憶されている。ＲＡＭ１３２は通常、プロセッサ１２０
がすぐにアクセス可能な、かつ／またはプロセッサ１２０が現在作用している、データお
よび／またはプログラムモジュールを含む。限定ではなく例として、図１には、オペレー
ティングシステム１３４、アプリケーションプログラム１３５、その他のプログラムモジ
ュール１３６、プログラムデータ１３７を示す。
【００２２】
　コンピュータ１１０は、その他のリムーバブル／ノンリムーバブル、揮発性／不揮発性
コンピュータ記憶媒体を備えることもできる。例にすぎないが図１には、ノンリムーバブ
ル不揮発性の磁気媒体に対して読み書きするハードディスクドライブ１４１と、リムーバ
ブル不揮発性の磁気ディスク１５２に対して読み書きする磁気ディスクドライブ１５１と
、ＣＤ　ＲＯＭや他の光媒体などリムーバブル不揮発性の光ディスク１５６に対して読み
書きする光ディスクドライブ１５５を示す。この例示的な動作環境で使用できる他のリム
ーバブル／ノンリムーバブル、揮発性／不揮発性コンピュータ記憶媒体には、限定しない
が磁気テープカセット、フラッシュメモリカード、ＤＶＤ、ディジタルビデオテープ、固
体ＲＡＭ、固体ＲＯＭなどが含まれる。ハードディスクドライブ１４１は通常、インタフ
ェース１４０などのノンリムーバブルメモリインタフェースを介してシステムバス１２１
に接続され、磁気ディスクドライブ１５１および光ディスクドライブ１５５は通常、イン
タフェース１５０などのリムーバブルメモリインタフェースでシステムバス１２１に接続
される。
【００２３】
　以上に論じ図１に示したドライブおよびそれらに関連するコンピュータ記憶媒体は、コ
ンピュータ可読命令、データ構造、プログラムモジュール、その他のデータの記憶域をコ
ンピュータ１１０に提供する。例えば図１には、ハードディスクドライブ１４１がオペレ
ーティングシステム１４４、アプリケーションプログラム１４５、その他のプログラムモ
ジュール１４６、プログラムデータ１４７を記憶しているのが示されている。これらのコ
ンポーネントは、オペレーティングシステム１３４、アプリケーションプログラム１３５
、その他のプログラムモジュール１３６、プログラムデータ１３７と同じものとすること
もでき、異なるものとすることもできることに留意されたい。ここでは、オペレーティン
グシステム１４４、アプリケーションプログラム１４５、その他のプログラムモジュール
１４６、プログラムデータ１４７が少なくとも異なるコピーであることを示すために、異
なる番号を付けてある。
【００２４】
　ユーザは、キーボード１６２、マイクロホン１６３、マウスやトラックボールやタッチ
パッド等のポインティングデバイス１６１などの入力デバイスを介して、コンピュータ１
１０にコマンドおよび情報を入力することができる。その他の入力デバイス（図示せず）
には、ジョイスティック、ゲームパッド、衛星受信アンテナ、スキャナなどを含めること
ができる。これらおよび他の入力デバイスは、システムバスに結合されたユーザ入力イン
タフェース１６０を介してプロセッサ１２０に接続されることが多いが、パラレルポート
、ゲームポート、ユニバーサルシリアルバス（「ＵＳＢ」）など、その他のインタフェー
スおよびバス構造で接続されてもよい。モニタ１９１または他のタイプの表示デバイスも
、ビデオインタフェース１９０などのインタフェースを介してシステムバス１２１に接続
される。モニタに加えて、コンピュータは通常、スピーカ１９７やプリンタ１９６など他
の周辺出力デバイスも備えることができ、これらは出力周辺インタフェース１９５を介し
て接続することができる。
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【００２５】
　コンピュータ１１０は、リモートコンピュータ１８０など１つまたは複数のリモートコ
ンピュータへの論理接続を用いて、ネットワーク化された環境で動作することができる。
リモートコンピュータ１８０は、パーソナルコンピュータ、ハンドヘルドデバイス、サー
バ、ルータ、ネットワークＰＣ、ピアデバイス、またはその他の一般的なネットワークノ
ードとすることができ、通常、パーソナルコンピュータ１１０に関して上述した要素の多
くまたはすべてを備える。図１に示す論理接続は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ
）１７１およびワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）１７３を含むが、その他のネットワ
ークを含むこともできる。このようなネットワーキング環境は、オフィス、企業全体のコ
ンピュータネットワーク、イントラネット、インターネットでよくみられる。
【００２６】
　ＬＡＮネットワーキング環境で使用されるときは、コンピュータ１１０は、ネットワー
クインタフェースまたはアダプタ１７０を介してＬＡＮ１７１に接続される。ＷＡＮネッ
トワーキング環境で使用されるときは、コンピュータ１１０は通常、インターネットなど
のＷＡＮ１７３を介した通信を確立するためのモデム１７２または他の手段を備える。モ
デム１７２は内蔵でも外付けでもよく、ユーザ入力インタフェース１６０または他の適切
な機構を介してシステムバス１２１に接続することができる。ネットワーク化された環境
では、コンピュータ１１０に関して示したプログラムモジュールまたはその一部をリモー
トのメモリ記憶デバイスに記憶することができる。限定ではなく例として、図１には、リ
モートアプリケーションプログラム１８５がリモートコンピュータ１８０上にあるものと
して示す。図示のネットワーク接続は例示的なものであり、コンピュータ間で通信リンク
を確立するための他の手段を使用してもよいことは理解されるであろう。
【００２７】
　一実施形態では、システム１００は、一般的な経理およびビジネスの機能を特定のアプ
リケーションモジュールによって統合することのできるビジネス管理ソリューション生成
ソフトウェアを備える。これらのモジュールには、財務、取引、ロジスティクス、製造、
顧客サービス、プロジェクト、人的資源のためのモジュールを含めることができる。ただ
し、その他のモジュールタイプをこのビジネス管理ソリューションで使用することもでき
る。本発明のソリューションは、複数の通貨（ユーロ、ドル、円、ウォンなど）、複数の
言語（英語、ドイツ語、フランス語、デンマーク語、ロシア語、日本語、中国語など）、
複数の税金形式（複数の税務当局とやり取りするエンドユーザによって使用される）をサ
ポートするように構成することができる。
【００２８】
　ビジネス管理ソリューションで使用されるモジュールは、異なる様々なソースから開発
することができる。一実施形態では、これらのすべてのモジュール間にある共通のつなが
りは、ラベルの使用である。ラベルは、識別子で表されるテキストである。ラベルは、ダ
イアログボックス、テキストストリング、または、ユーザに情報を伝えるのに使用される
任意のテキストを含めて、ラベルプロパティを有する任意のオブジェクト上で使用するこ
とができる。ラベルは一般に、グラフィカルユーザインタフェースすなわちＧＵＩなどの
リソースを介してユーザに提示される。ただしラベルは、テキストをユーザに提示する他
の手段を介してユーザに提示することもできる。さらに、ラベルは、「ラベル」「ヘルプ
」「キャプション」「ツールチップ」などのラベルプロパティを有するコントロール上で
使用することもできる。以前のビジネスソリューションソフトウェアでは、各モジュール
用のラベルが別々のリソースファイルに保持される。しかし、これらのリソースファイル
は一般に、特定モジュールの独自仕様のフラットファイルアーキテクチャで保持されてい
た。開発者はしばしば、モジュールの開発プロセス中に、現在作成中のラベルの要件を満
たすラベルが別のモジュール中にあることを知っていることがある。しかし、従来技術の
システムにおける独自仕様のファイルソース構造では、開発者は、あるモジュールからの
ラベルを別のモジュール中で使用することができず、ラベルを検索することも不可能であ
った。
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【００２９】
　図２は、本発明の一実施形態による、ビジネスソリューションシステム２００中のラベ
ルを構成する様々な集まり（collection）の間の関係を示すエンティティ関係図である。
図２のエンティティ関係図は、言語テーブル２１０（またはシステム中の利用可能言語を
示すその他の指標）と、マスタ２２０と、ラベルＩＤテーブル２３０と、ラベルテキスト
テーブル２４０を含む。一実施形態では、これらの集まりは、テーブルに構成されたＳＱ
Ｌ（Structured Query Language）メタデータストアとして構成される。ただし、これら
の集まりのその他の構成およびその他のデータベースを使用してもよい。ラベルＩＤテー
ブル２３０およびラベルテキストテーブル２４０については、図３Ａおよび３Ｂに関して
より詳細に述べる。
【００３０】
　言語テーブル２１０は、少なくとも２つのサブフィールドを含むテーブルである。言語
テーブル２１０中の２つのサブフィールドは、言語ＩＤフィールド２１１と言語名フィー
ルド２１２である。言語ＩＤフィールド２１１は、特定言語を示すコードであってビジネ
スソリューションソフトウェアプログラムによって理解可能なコードを保持する。言語名
フィールド２１２は、言語の名前を保持するテキストフィールドである。例えば、利用可
能言語の１つが米国英語である場合、言語ＩＤフィールド２１１は例示として「０１」と
することができ、ＡＳＣＩＩ（American National Standard Code for Information Inte
rchange）規格が使用される場合は「ｅｎ－ｕｓ」とすることができる。ただし、その他
のＩＤタイプを言語ＩＤフィールド２１１中で使用してもよい。メタデータテーブルのこ
のエントリについての言語名フィールド２１２は、例えば「Ｅｎｇｌｉｓｈ－ＵＳ」とな
る。あるいは、このソリューションが特定の言語によって提供されたものである場合、こ
のエントリは、その特定言語のテキストを有するラベルとしてもよい。
【００３１】
　言語テーブル２１０に記憶された情報は、ユーザがシステムの動作言語を確認または変
更したいときに、ラベルダイアログ表示内でユーザに対して表示することができる。言語
テーブル２１０は、ラベルテキストテーブル２４０と１：ｎの関係にある。この関係（１
：ｎ）が生じるのは、システム２００に利用可能な各言語で様々なラベルを表す複数のラ
ベルテキストがある可能性があるからである。
【００３２】
　マスタ２２０は、一実施形態では、システム２００中の各ラベルに関する１つのバージ
ョンを含むテーブルである。一実施形態では、マスタ２２０は、元の言語およびフォーマ
ットによる、ラベルの元のバージョンを保持する。ただし、ラベルの他のバージョンをマ
スタ２２０に記憶してもよい。例えば、ベストプラクティスガイドラインが使用される場
合、システム２００は、米国英語のラベルをマスタ２２０に記憶することができる。ベス
トプラクティスガイドラインは、特定のカテゴリタイプ、説明、言語を使用してラベル開
発を標準化する手順のセットである。システム２００中の各ラベルには、マスタ２２０中
の１つのエントリが関連する。マスタラベルは、ラベルの変換が更新されている最中や、
ラベルが現在選択されている（アクティブな）言語にまだ変換されていないときや、何ら
かの理由でシステム２００からアクセス不可能になったときに使用される。しかし、代替
実施形態では、マスタ２２０に記憶される情報は、ラベルテーブル２３０と言語２１０の
どちらかの中に、マスタラベルのラベルＩＤを示す１つまたは複数のフィールドとして記
憶することもできる。さらに、マスタ２２０は、どの言語ラベルが作成されたかに関する
情報を保持する単純なフィールドとしてもよい。このフィールドは、システム２００中の
任意のテーブルに位置するものとすることができる。
【００３３】
　各マスタテーブルエントリ２２１は、ラベルＩＤテーブル２３０中の１つのエントリに
対応する。ラベルＩＤテーブル２３０は、変換者（テキストを変換している人）がラベル
を正しく変換するのに役立つ様々なプロパティを含む。これらのプロパティはまた、開発
者がラベルを正しく使用するのにも役立つ。複数のラベルＩＤが同じマスタラベルを共有
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することができるので、マスタテーブルエントリ２２１とラベルＩＤテーブル２３０との
関係は１：ｎである。
【００３４】
　ラベルテキストテーブル２４０は、ラベルＩＤで識別される各ラベルについてのテキス
トを含むエントリを備える。ラベルテキストテーブル２４０はまた、様々な言語による各
ラベルＩＤについての変換を含むエントリも備える。ラベルＩＤテーブル２３０とラベル
テキストテーブル２４０との関係、ならびに言語テーブル２１０とラベルテキストテーブ
ル２４０との関係は、１：ｎである。これは、１つのラベルに対してラベルＩＤテーブル
２３０中に１つのエントリがあるが、ラベルのテキストは複数の言語で存在する可能性が
あるからである。しかし、本発明の他の実施形態では、ラベルＩＤとラベルテキストとの
関係は１：１（またはテキストが存在しない場合は１：０）であり、マスタラベルの各変
換が、それ自体の固有のラベルＩＤおよびエントリをラベルＩＤテーブル２３０中に有す
る。
【００３５】
　図３Ａに、本発明の一実施形態による、ラベルＩＤテーブル２３０を構成するフィール
ドを示す。ラベルＩＤテーブル２３０は、ＩＤフィールド２３１と、名前空間フィールド
２３２と、カテゴリフィールド２３４と、説明フィールド２３５を含む。他の実施形態で
は、ラベルＩＤテーブル２３０は、ラベルＩＤテーブル中のエントリが別のラベルから複
製されたものかどうか、またはテーブル中の別のエントリに複製されたものかどうかを示
すフィールド２３６を含むことができる。
【００３６】
　通常、ラベルはリソースファイル中に保持される。現在のビジネスソリューションシス
テムは、ＳＱＬテーブルなどのデータベースメタデータストアを介して利用可能な包括的
なリソースファイルを使用しない。現在のビジネスソリューションシステムでは、これら
のラベルは、独自仕様のリソースファイルに記憶される。独自仕様のリソースファイルを
使用することに関連する問題の１つは、開発者がシステム中の１つまたは複数のラベルの
一部を、このファイルについてのすべてのリソースを有するファイルで置換したいと思っ
ても、システムは、現在のラベルと同じラベルプロパティまたは用語法を有する別のファ
イルをシステム中で探すことをしないことである。しかし、ビジネスソリューション環境
では、ビジネスソリューションシステムは、複数のベンダによって開発された、同じまた
は類似する問題に対する多くの様々なソリューションを扱うことが必要とされる。したが
って、本発明のラベルシステム２００は、様々なベンダによってなされたすべての寄与の
総和を用いることができる。
【００３７】
　ＩＤ２３１フィールドは、システム２００中の特定のラベルを識別するのに使用される
。一実施形態では、このＩＤは、グローバル一意識別子すなわちＧＵＩＤである。ＧＵＩ
Ｄは、２つのベンダが２つの無関係のラベルに対して同じ識別番号を選択したことによっ
て生じる問題を回避するために使用される。一実施形態のＧＵＩＤは、一意識別子が必要
とされるどんな場合にもすべてのコンピュータおよびネットワークにわたって使用するこ
とのできる１２８ビット整数（１６バイト）である。このような識別子システムを使用す
ることにより、２つのラベルが同じＩＤを有する可能性が減少する。ＧＵＩＤは、一実施
形態ではストリングとして表され、以下のパターンに従ってフォーマットされる。
　ｘｘｘｘｘｘｘｘ－ｘｘｘｘ－ｘｘｘｘ－ｘｘｘｘ－ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ　
【００３８】
　このフォーマットで、ＧＵＩＤの値は、一連の８、４、４、４、１２ディジットのグル
ープによる小文字の１６進数ディジットとして表され、ハイフンで区切られる。例えば、
行３０１のエントリに対するＧＵＩＤ戻り値は、３８２ｃ７４ｃ３－７２１ｄ－４ｆ３４
－８０ｅ５－５７６５７ｂ６ｃｂｃ２７とすることができる。ただし、その他のフォーマ
ットタイプをＩＤフィールド２３１に使用してもよい。新しいラベルが生成されるたびに
、新しいＧＵＩＤが割り当てられる。一実施形態では、新しいラベルは、システム２００



(11) JP 4917744 B2 2012.4.18

10

20

30

40

50

にとって新しいラベルとして定義され、単に既存のラベルの変換ではない。しかし他の実
施形態では、既存のラベルの変換に対して、ＩＤフィールド２３１中の新しいエントリが
生成される。
【００３９】
　ＧＵＩＤの使用は、現在のシステムに勝る付加利益をもたらす。第１に、各ラベルを複
数の言語に分ける必要がない。さらに、ＧＵＩＤにより、行番号の使用など他の方法で一
意性を制御する必要なしに、各ラベルを一意に識別することができる。第２に、ＧＵＩＤ
により、ラベルの物理記憶域を、独自仕様のリソースファイルからメタデータデータベー
スやウェブサービスなどの共通リソースファイルに変更することができる。
【００４０】
　ラベルＩＤテーブル２３０中の名前空間フィールド２３２は、変換者がラベルテキスト
をマスタ言語からターゲット言語に変換するときにラベルについての正しい語句を得るの
を助けるために、ラベルＩＤに入力される特別なフィールドである。現在のラベルシステ
ムでは、特定のラベルがプログラム中のどこで使用されるかを容易に知ることは不可能で
ある。さらに、ラベルがどの領域で使用されるかを知るのは容易ではない。したがって、
プログラムを変換者のコンピュータにインストールして、ラベルがどこで使用されるかを
知ることができるようにならない限り、変換者がラベルについての正しい語句を得ること
は、不可能とは言わないまでも極度に難しい。名前空間フィールド２３２は、プログラム
を変換者のマシンにインストールする必要なしに、ラベルが使用される領域を知ることを
可能にする。名前空間フィールドに含まれる情報は、新しいラベルが作成されるときに開
発者によって提供され（自動または手動で）、特定のラベルの使用法に関係する情報をも
たらす。例えば、図３Ａの行３０２のエントリ中で、名前空間フィールド２３２は、この
ラベルが課金モジュール中で使用されることを変換者または開発者に伝える。
【００４１】
　ラベルＩＤテーブル２３０中のカテゴリフィールド２３４は、プログラムのどのコンポ
ーネントでラベルが使用されるかを示す特別なフィールドである。さらに、カテゴリフィ
ールド２３４の使用は、開発者がラベルテキストの作成中にラベルを正しい方式で記述す
るのに役立つ。カテゴリは、ラベルについてのノードタイプとプロパティの組合せである
。ノードタイプは、ラベルの特別なプロパティである。これらのラベルプロパティのいく
つかには、「ラベル」「ヘルプ」「キャプション」などを含めることができる。したがっ
て、カテゴリフィールド２３４は、ラベルが所望のプログラムのために正しい方式で使用
されるようにすることを可能にする。さらに、カテゴリは、システム中に存在するすべて
のコントロールのマッピングである。したがって、所望のラベルのタイプまたはカテゴリ
に基づいて、既存のラベルデータベースを検索することが可能である。本発明では、シス
テム２００によって実施される各規則またはコントロールごとに、１つのカテゴリが作成
される。モジュールの開発中、特定のラベルテキストに特別な規則が必要な場合は、追加
のカテゴリを作成することができる。例えば、ノードフィールド２３４は、エントリ３０
３のラベルが、ユーザをモジュール中の別のポイントに向けるためにモジュールのメニュ
ーバー上で使用されるものであることを伝えるエントリとすることができる。各カテゴリ
は、システム２００中の特定の機能にマッピングされる。
【００４２】
　説明フィールド２３５は、ラベルがどのように使用されるかをユーザまたは開発者に説
明する、テーブル２３０中のエントリである。例えば、説明フィールド２３５は、エント
リ３０３のラベルが台帳のケース上で使用されるものであることを伝えるエントリとする
ことができる。この説明は、言葉（プレーンテキスト）によるものでもよく、所定のコー
ドリストに対してコード化されたものでもよい。
【００４３】
　複製元フィールド２３６は、エントリの関連ラベルがラベルシステム中の別のラベルか
ら複製されたものかどうかを示す。ラベルが別のラベルから複製されたものである場合は
、複製元フィールド２３６は、親またはマスタラベル２２０からのＩＤを含む。一実施形
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態では、このＩＤは親のＧＵＩＤである。ただし、その他のＩＤをフィールド２３６で使
用してもよい。ラベルが別のラベルの複製バージョンでない場合は、複製元フィールド２
３６は空欄であるか、ヌルに設定される。さらに、ラベルのテキストがコピー後にマスタ
ラベルのテキストから変更された場合は、複製元フィールド２３６はヌルに設定され、そ
れにより、マスタラベル２２０とこの特定の子ラベルとの間のどんなリンクも除去される
。ただし、複製元フィールド２３６は、エントリに対するその他の変更によってもリセッ
トされることになる。代替実施形態では、図３ＡのラベルＩＤテーブル２３０は、どのラ
ベルＩＤが複製済みラベルを含むかを示すフィールドを含む。ＩＤテーブル２３０中のラ
ベルは、マスタラベルと子のどちらかである。
【００４４】
　図３Ｂに、特定のラベルのラベルテキストテーブル２４０を占めるフィールドを示す。
ラベルテキストテーブル２４０のエントリは、少なくとも３つの異なるフィールドを含む
。すなわち、ラベルＩＤフィールド２４４、ラベルテキストフィールド２４１、編集日２
４２である。本発明の代替実施形態では、ラベルテキストテーブル２４０に追加フィール
ドを加えることもできる。これらのフィールドには、テキストが書かれた言語を示すフィ
ールド２４３や、ラベルテキストテーブル中のテキストの各バージョンのエントリ識別子
を識別するフィールドが含まれる。
【００４５】
　ラベルテキストテーブル２４０のテキストフィールド２４１は、システムのすべての利
用可能言語による、ラベルのテキストの最新バージョンを含む。このラベルについてのラ
ベルテキストテーブル２４０中の第１のエントリ３５１は、このラベルが書かれた元の言
語またはマスタ言語によるものである。このテキストは、マスタテキストと呼ばれる。こ
のラベルがベストプラクティスガイドラインに従って開発される場合、マスタテキストは
米国英語で書かれることになる。ただし、その他の言語をマスタ言語として使用してもよ
く、ベストプラクティスガイドラインに従う必要はない。一般に、マスタ言語はシステム
が動作している現在言語に対応することになる。
【００４６】
　ラベルテキストがマスタ言語から別の言語に変換されるとき、新しいラベルテキストエ
ントリ、例えば３５２や３５３が、ラベルテキストテーブル中に作成される。これらのエ
ントリは、元のラベルの変換済みバージョンをそれぞれの言語で含む。例えば、ラベルの
元のテキストが「Ｄｏ　ｙｏｕ　ｗａｎｔ　ｔｏ　ｓａｖｅ　ｔｈｅ　ｃｈａｎｇｅｓ　
ｙｏｕ　ｍａｄｅ　ｔｏ」である場合、このテキストは、ラベルテキストテーブル２４０
の第１行３５１に記憶される。その後、このテキストがドイツ語、デンマーク語、フラン
ス語に変換されるとき、これらの変換が、ラベルテキストテーブル中でマスタテキストエ
ントリの下のエントリに入力される。これらの追加の変換を、エントリ３５２、３５３、
３５４で示す。
【００４７】
　編集日フィールド２４２は、ラベルテキストテーブル中のその特定のエントリに関連す
る言語でラベルのテキストが最後に変更されたのはいつかが開発者にわかるように、ラベ
ルテキストテーブル２４０中に設けられる。さらに、「修正者」フィールドなど、妥当性
検査情報を含むその他のフィールドを追加することもできる。この日付は、テキストにつ
いての変換が提供された場合に、この変換がそれよりも新しいバージョンを置換しないよ
うにするようにするのに役立つ。変換が自動的にシステムにロードされると、変換日が比
較され、エントリ中のバージョンの方が提案エントリよりも新しい場合は、提案エントリ
はテーブルに入力されない。また、編集日フィールド２４２により、開発者は、変換がマ
スタテキストエントリの最新バージョンと同じく最新であるかどうかをチェックすること
もできる。一実施形態では、マスタテキストエントリ３５１の編集日は、特定ラベルにつ
いてのラベルテキストテーブル２４０中で最も古い日付であることが望ましい。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、ラベルテキストテーブル２４０は、言語フィールドエントリ
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２４３を含む。言語フィールドエントリ２４３は、ラベルテキストテーブル中の特定エン
トリの特定言語を、開発者がその言語を喋ることや理解することがない場合であっても開
発者に示す。言語フィールドエントリ２４３中のこの言語標識は、言語の数値表現として
もよく、言語名として記述してもよく、その他の任意の種類の言語識別子としてもよい。
【００４９】
　数値表現を使用して言語が識別される場合は、言語の参照番号またはエントリは、例示
として、ＡＳＣＩＩ言語コードやＩＳＯ（International Organization for Standardiza
tion）６３９などの知られている規格に準拠するものとすることができる。ただし、その
他のコードを使用してテキストエントリの言語を識別してもよい。言語名がフィールド２
４３に入力される場合は、言語名は、例示として、知られている規格（すなわち英語の言
語名）に従って記述することができる。ただし、その他のフォーマットを使用してもよい
。
【００５０】
　ラベルテキストテーブル２４０は、特定のラベルテキストについてのラベルＩＤ２３１
を識別するエントリフィールド２４４も含む。このエントリにより、開発者は、現在のテ
キストがどのラベルＩＤ２３１に関係するかを知ることができる。ラベルテキストテーブ
ル２４０の他の実施形態は、テキストＩＤ２４５のためのエントリを含む。このテキスト
ＩＤ２４５は、各テキストラベルをラベルテキストテーブル２４０中でそれ自体のエント
リとして個別に識別するために提供される。テキストＩＤ２４５のエントリは、ＧＵＩＤ
とすることもでき、あるいは、ラベルテキストテーブルの構成に適合するその他の任意の
識別方法とすることもできる。代替実施形態では、ラベルテキストテーブル２４０とラベ
ルＩＤテーブル２３０を１つのテーブルまたはデータベースにマージすることができる。
この実施形態では、ラベルを管理するため、およびモジュールの実行中に正しいラベル言
語テキストが表示されるようにするために、追加のフィールドセットが必要になる。さら
に、ラベルのロードを管理するためのインデックスも追加される。
【００５１】
　図４は、ラベルシステムインタフェース４００を構成するコンポーネントを示すブロッ
ク図である。ラベルシステムインタフェース４００は、開発者４０１をメタデータストア
４０９にリンクして、開発者がシステム２００のための新しいモジュールを開発するとき
に既存のラベルを扱えるようにするインタフェースである。ラベルシステムインタフェー
ス４００は、ラベルダイアログ４０２、ラベルダイアログロジックコンポーネント４０３
、拡張言語インタフェース４０４、ラベルインタフェース４０５を備える。
【００５２】
　開発者は、ラベルダイアログ４０２を介してラベルシステムインタフェース４００と対
話する。ラベルダイアログ４０２は、開発者からラベルシステムインタフェースの諸機能
へのアクセスを可能にするユーザインタフェースである。一実施形態では、ラベルダイア
ログ４０２は、ユーザが特定のラベルの使用法を閲覧および管理することができるように
するウィンドウである。ラベルダイアログ４０２は、メタデータストアへのこのインタフ
ェースを使用して、ラベルを扱い、すべての利用可能言語のラベルのために利用できるコ
マンドの完全なセットにアクセスする。これらの機能を提供するために、ラベルダイアロ
グインタフェース４０２は、ラベルシステム４００中の各ラベルにつき、すべての利用可
能言語へのアクセスを必要とする。
【００５３】
　しかし、ラベルダイアログ４０２は、ラベルを特定の状況で使用することができるかど
うかを判定するためのロジックは含まない。すべての制御は、ラベルインタフェースまた
はラベルダイアログロジックコンポーネント４０３を制御するクラスに渡される。ラベル
ダイアログロジックコンポーネント４０３は、ラベルダイアログ４０２と共に使用される
ように設計されているが、ラベルダイアログ４０２のためのすべてのロジックを含むので
、ラベルダイアログロジックのいくつかの機能は、他の領域で再利用することができる。
さらに、ラベルダイアログロジックコンポーネント４０３は、各ラベルがそのラベルにつ
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いての名前空間とカテゴリの正しい組合せに適合するような形で使用されることを確実に
する。このロジックは、最初に新しいマスタラベルを作成せずにラベルを別の領域でうっ
かり使用してしまうことを防止する。
【００５４】
　拡張言語インタフェース４０４は、ラベルシステムインタフェース４００からシステム
中で利用可能なすべての言語へのアクセスを提供する。拡張言語インタフェース４０４は
、別のクラスを使用して、複数の言語をラベルダイアログロジックコンポーネント４０３
およびラベルダイアログ４０２に利用可能にする。拡張言語インタフェース４０４は、シ
ステム中の複数の言語に共通のメソッドだけを有する（すべての利用可能言語のリストを
返すメソッド、また、現在の言語のＩＤを返すメソッド）。１つの言語だけに関係するメ
ソッドは、ラベルクラス４０５上に直接に位置する。ラベルクラスは、メタデータ中のラ
ベルに接続することを可能にする。利用可能な各言語中に、ラベルクラスのインスタンス
が１つある。ただし場合によっては、特定のクラスにはインスタンスがないこともある。
【００５５】
　言語インタフェースコンポーネント４０４はまた、利用可能言語へのアクセスを制御す
る。言語インタフェースコンポーネント４０４は、ラベルのインスタンスのマップを含む
。言語インタフェースコンポーネント４０４中にはまた、現在のラベルについての追加の
利用可能言語クラスそれぞれへのインタフェースもある。
【００５６】
　図５は、本発明の一実施形態による、モジュールの一部の開発中に開発者がモジュール
用に新しいラベルを作成するときに実施されるステップを示すフローチャートである。例
えば、開発者がモジュール中で「ｃｕｓｔｏｍｅｒ」についての入力を表すラベルを作成
したい場合を考える。開発者は、このラベルがどのようにモジュール中で使用されること
になるかを判定しなければならない。語句「ｃｕｓｔｏｍｅｒ」は、多くの様々な意味を
持つ。例えば、ｃｕｓｔｏｍｅｒは、自分から物品およびサービスを購入する人を意味す
る場合もあり、自分が対処する「人」を意味する可能性もある。この単語の使用法は、他
の言語のテキストにも影響を与えることになる。図５のブロック５０１にこれを示す。
【００５７】
　次に、開発者はラベルダイアログプログラムを開く。開かれるラベルダイアログは、例
示として、図６に示すラベルダイアログ６００と同様のものである。ただし、その他のイ
ンタフェースを使用してもよい。提示されたインタフェースにより、開発者は、ラベルに
対して望む特定のテキストを入力することができる。図５のブロック５０２に、ラベルダ
イアログを開くことを示す。
【００５８】
　ラベルダイアログを開くと、次いで開発者は、ラベルに対する所望のテキストを行６０
２に入力する。あるいは開発者は、行６０２に、ラベルに対する所望のテキストの一部を
入力するのでもよい。例えば、開発者は、テキストセクションに「ｃｕｓｔｏｍｅｒ」と
入力してもよく、「ｃｕｓｔ」と入力してもよい。さらに、開発者は、新しいラベルがど
のように使用されることになるかを示すデータを、インタフェース中の行６０３および６
０４に入力する。このデータは、ラベルシステム中で既存のラベルを検索するのに使用す
ることもでき、新しいラベルを作成するときに使用することもできる。例えば、開発者が
販売管理用のモジュールを作成している最中であり、語句「ｃｕｓｔｏｍｅｒ」を使用し
て購入者についてのラベルを生成したい場合、開発者は、購入者についてのカテゴリコー
ドを行６０４に入力することになる。このコードは、手動で入力してもよく、プルダウン
メニューで入力してもよく、現在のシステム設定を使用して自動的に入力されるものとし
てもよい。このカテゴリコードが、この機能によって使用されるプロセスの残りを制御す
る。一般に、ラベルダイアログ中のカテゴリコードおよび名前空間のエントリは、ラベル
システムの現在設定に従う。図５のブロック５０４に、データの入力を示す。このデータ
は、通常の表現として入力される。さらに代替実施形態では、開発者は、選択されたカテ
ゴリに検索を限定するチェックボックスを選択することによって、検索を制御することが
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できる。
【００５９】
　開発者は、ボタン６５０を選択することによって検索機能をアクティブにする。ただし
、その他の技法を使用してラベル検索機能をアクティブにしてもよい。図５のブロック５
０５に、検索エンジンのアクティブ化を示す。
【００６０】
　次いで本発明は、データベース中を検索して、入力されたテキストにマッチするエント
リをデータベース中で見つける。検索プロセスの間、進行状況インジケータをユーザに対
して表示することができる。進行状況インジケータの１つを図６の参照番号６４０で示す
。検索が完了すると、進行状況の指示は消え、ダイアログは、選択された言語による最初
のクエリにマッチしたすべてのラベルの表示を開発者に返す。これをブロック５０６に示
す。
【００６１】
　インタフェース６００は、一実施形態では、図６に示すように、識別されたマッチを表
示するように拡大する。この実施形態では、表示されるマッチのリストは、ラベルＩＤテ
ーブル２３０に含まれる情報、ならびにラベルテキストテーブル２４０からのいくらかの
情報を含むことができる。結果ビューは、選択された言語のテキストを、テーブル２３０
との関係を通して入手可能な追加情報と組み合わせて表示する。検索結果は、ＧＵＩＤに
よる昇順で開発者に提示される。図６の領域６１０に、結果の例を示す。ただし、テキス
トマッチングによる昇順など、その他の順序付け技法を使用してもよい。次いで開発者は
、ラベルテキストのいずれかが所望のテキストにマッチするかどうかをチェックする。こ
れをブロック５２０に示す。新しいラベルに対する所望のテキストにマッチするテキスト
が見つかった場合は、開発者は、所望のラベルテキストにマッチするこの特定ラベルを強
調表示するか、または他の方法で示す。これをブロック５０７に示す。望むなら、ラベル
の変換を６２０に表示することもできる。
【００６２】
　次にシステムは、選択されたラベルカテゴリおよび名前空間が新しいラベルのカテゴリ
と同じかどうかをチェックする。これをブロック５０８に示す。選択されたラベルと新し
いラベルとでラベルカテゴリおよび名前空間が同じである場合は、選択されたラベルの情
報を新しいラベルに使用する。これを図５のブロック５１１に示す。
【００６３】
　ラベルの名前空間およびカテゴリが新しいラベルの所望の使用法と同じでない場合は、
ラベルを複製しなければならない。この複製される情報には、選択されたラベルのすべて
の変換済みバージョンも含まれる。ラベルが新しいラベルに複製されるとき、新しいラベ
ルの複製元ラベルのＧＵＩＤを示すエントリが、新しいラベルについてラベルＩＤテーブ
ル２３０中に作成される。これをブロック５１０に示す。これにより、マスタラベルテキ
ストが変更されたとき、新しいラベルのテキストを容易に更新することが可能になる。こ
の変更時更新は、通常の検索置換プロトコルを実行することによって行うことができ、あ
るいはその他の任意の自動化方法によって行うことができる。
【００６４】
　検索中にマッチが見つからなかったときは、開発者は、新しいラベルのための新しいオ
ブジェクトを生成しなければならない。ブロック５２１に、新しいオブジェクトの生成を
示す。ラベルの生成中に、ラベルの特定の特性をラベルＩＤテーブル２３０およびラベル
テキストテーブル２４０に記憶する。ラベルのテキストが不完全な場合は、開発者は、所
望のテキストの残りの部分をラベルダイアログ６００に入力する。名前空間およびカテゴ
リコードは、ラベルシステムの現在設定に基づいて入力される。開発者はまた、所望の言
語があればその言語でラベルテキストについての変換も生成しなければならない。また、
ラベルの現在の動作言語のＩＤも、マスタ言語として記憶する。ブロック５２２に、これ
らの変換の追加または生成、およびラベルプロパティの入力を示す。
【００６５】
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　最後に、本発明は、ビジネスソリューションソフトウェアプログラムにおいてラベルを
記憶および使用するための新しい方法も対象とする。各言語につき単一のリソースファイ
ルがあるのではなく、情報は１：ｎの関係に分割される。関係の「１」の側は、ラベル識
別子、およびその他の実質的な一般ラベル情報を保持する。関係の「ｎ」の側は、特定言
語のラベルテキストを保持する。このようにしてラベルを構成することにより、すべての
言語のラベルにランタイムにアクセスすることが可能になる。
【００６６】
　新しいラベルの開発中は、システム中の既存のラベルを使用する、あるいは新しいラベ
ルを一から作成してラベルを複製することもできる。ラベルを検索するとき、表現を入力
することが可能である（例えば「＜Ｌｅｄｇｅｒ」と入力すると、Ｌｅｄｇｅｒで始まる
すべての利用可能ラベルが提供される。ただし、システムがどこで実施されるかに応じて
、異なる構文を使用することができる）。検索される特定の名前空間またはカテゴリを選
択することによって、ヒットを少なくすることが可能である。検索はまた、語句データベ
ースを使用して実施することもできる。また、語句データベース（ウェブサービス）を使
用して新しいラベルを作成することもできる。語句データベースに入力するときは、現在
の検索基準を、ラベルが使用される実際の状況を記述する追加の基準と組み合わせること
が可能である。これは、正しい語句が使用されることを確実にするためである。ラベルが
語句データベース中で見つかると、これが新しい識別子に複製される。語句データベース
は、サポートされるすべての言語についての変換を有する。ラベルが使用されることにな
る場合、ラベルは、実際の名前空間およびカテゴリにマッチして検索結果中に存在しなけ
ればならない。そうである場合は、この特定のラベルを選択することが可能である。そう
でない場合は、ラベルテキストを手動で記述することによって、またはラベルを語句デー
タベースの別の名前空間／カテゴリから複製することによって、新しいラベルを作成する
。ラベルを複製すると、現在の名前空間およびカテゴリに関係する新しい識別子が提供さ
れる。すべてのテキストおよびその他の一般情報が複製される。
【００６７】
　ラベルの管理はラベルダイアログを使用して行われ、ラベルダイアログは、特定のラベ
ルプロパティから直接に呼び出される。ダイアログは、ラベルを維持すること、および特
定のプロパティに対して使用される特定のラベルを選択することを可能にする。必要とさ
れる機能を提供するラベルインタフェースを介して、コードによるラベルシステムの使用
がもたらされる。これにより、ラベルの記憶方法を変更することが可能である。記憶域は
、ＳＱＬメタデータストア、リソースファイル、またはウェブサービスとすることができ
る。実際、ウェブへの具体的なアクセスに応じて、あらゆるタイプの記憶域の組合せとす
ることができる。
【００６８】
　ラベルダイアログは、ラベルが正しい状況で使用されることを確実にする。ラベルシス
テムにカテゴリを導入することにより、ラベルが正しく使用されることが保証される。た
だし、この機能には別の目的もある。ラベルを変換するとき、名前空間情報とカテゴリの
組合せを介して、ラベルがどこで使用されることになるかを知ることが可能である。これ
により、使用される正しい語句を知ることが可能である。ラベルがどこで使用されるかを
知ることにより、より多くのベストプラクティスチェックをベストプラクティスフレーム
ワークに追加することが可能である。本発明では、既知の（または未知の）変換ツールに
適合する特定の変換ファイルを生成することができる。日付情報を変換ファイルにエクス
ポートすることによって、変換をインポートするときに日付をチェックすることが可能で
ある。これは、進行中の変換プロセスが、システム中の最後の変更と同じく最新であるこ
とを確実にするために行う。更新される相互参照システムを使用して、特定のラベルがど
こで使用されるかを知ることが可能である。また、特定のラベルに対する変更を知ること
も可能である。この機能は変換者に関係があり、特定のラベルに対する変更が単純かどう
か（例えば行の最後に「．」が追加されるなど）を変換者が判定できるようにする。
【００６９】
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　本発明を特定の実施形態に関して述べたが、本発明の趣旨および範囲を逸脱することな
く形式および詳細に変更を加えることもできることは、当業者なら理解するであろう。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明を使用することのできる例示的な一環境のブロック図である。
【図２】本発明のラベルシステムを構成するテーブルを示すブロック図である。
【図３Ａ】ラベルＩＤテーブル中およびラベルテキストテーブル中のフィールドの概略図
である。
【図３Ｂ】ラベルＩＤテーブル中およびラベルテキストテーブル中のフィールドの概略図
である。
【図４】ラベルダイアログのコンポーネント間の関係を示すブロック図である。
【図５】新しいラベルを作成するときに実行されるステップを示す流れ図である。
【図６】ラベルデータベースを開発および検索するときにユーザによって呼び出されるユ
ーザインタフェースの例を示す図である。
【符号の説明】
【００７１】
２１０　言語
２１２　名前
２２０　マスタ
２３０　ラベルＩＤ
２３２　名前空間
２３４　カテゴリ
２３５　説明
２３６　複製元
２４０　ラベルテキスト
【図１】 【図２】



(18) JP 4917744 B2 2012.4.18

【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４】 【図５】



(19) JP 4917744 B2 2012.4.18

【図６】



(20) JP 4917744 B2 2012.4.18

10

フロントページの続き

(72)発明者  ヤコブ　ステーン　ハンセン
            デンマーク　ディーケー－２９８０　コッケダル　トルネヘブン　９ビー

    審査官  稲垣　良一

(56)参考文献  米国特許第６４９３６６１（ＵＳ，Ｂ１）　　
              特開２００１－２２２４１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平５－２９８０８２（ＪＰ，Ａ）　　　
              Ewan Smith et al.，A Multi-Tiered Classification Scheme for Component Retrieval，In Pr
              oceedings of 24th Euromicro Conference，IEEE，１９９８年　８月２５日，Vol.2，pp.882-88
              9

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　　９／４４　　　　
              Ｇ０６Ｆ　　１７／３０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

